
脳研究所長からのメッセージ

　生成AIの時代になり、知識を収集し要約して伝えることは、
もはや学問でも特別な力でもなくなりました。Googleが過去
の知識を画期的に民主化してきたように、生成AIは学問とさ
れていた多くの領域を民主化します。このような民主化が進ん
だとき、現在の知識取得を目的とした学問やその仕事の仕組
みは、大きく変革されるでしょう。知識の再構成の仕事は、も
はや特別な仕事ではなくなり、全ての人に開放されます。
　研究面にも大きな変革が訪れると思います。まず、総説や過
去の結果をまとめて比較するような仕事は意味を失うでしょう。
また、大規模データを用いたインシリコ解析もAIが取り扱う未
来が待っています。そこでは、我々の役割はデータの取得にな
るでしょう。正確な情報の取得は科学の原点です。しかし、こ
れは我々が子どもの頃から憧れてきた科学者の姿ではありま
せん。一部の科学者を除き、多くの科学者がデータ取得者に
なっていく可能性があります。これは科学者の社会にとって、新
たな雇用・教育体系となることになります。しかし、この危機感
は研究者社会にはあまり感じられていないようです。我々は危
機感を持ち、今こそ科学と研究を見直す必要があります。
　本当に科学者が行う研究とは、何もないところから新し
いものを見つけ出す仕事です。それには困難が伴います。
Virginia大学のSchwartz教授は2008年に出したエッセイで

「科学とは、私たちの"絶対的な愚かさ"と向き合うこと」と言っ
ています。彼は、研究が未知の世界に身を投じることを指摘し、

「正しい質問をしているか、正しい実験をしているかは、答え
や結果が出るまでわからない」と述べています。そのような道を
進むということは、混乱もあり、失敗を経験しながら自身の愚
かさに直面しなければなりません。しかし、「そのような愚かさ
は、未知への道を突き進もうとする私たちの努力に内在する、
実存的な事実」であると彼は述べています。さらに、科学の美
しいところとして、「何度も失敗しながらも、その都度何かを学
べば、全く問題ない」と語っています。この言葉の中には、科学
者の誇りが込められています。
　我々の仕事の多くは知識の再構築です。しかし、生成AIの
時代は、それをAIに任せ、真に新しい、誰も知らない、そして、
一見愚かに見えることに、無我夢中に挑戦し続けることが求
められます。そのような仕事には、工程表や出口はありません。
解らないからこそ挑戦するのです。その挑戦し続ける心を持つ
者が集う場、それが研究所であると私は思います。
　彼はそのエッセイの中で、科学者が行うべきことは「他の人
が発見したことを学ぶことから、自分自身で発見することへ」と
述べています。考えてみれば、古くから言われている「巨人の
肩の上に立つ」とは、まさにそのことを意味します。

　そのような科学を職業として行える人は一握りだと思います。
しかし、我々は研究所でも、科学を教えていく必要があります。
彼は教育について、「学生が答えを間違えたり、"わからない"
と諦めるまで、教授陣が押し進めるのが正しい」と語っていま
す。さらに試験で重要なこととして、「学生が全ての答えに正解
するかではなく、もし全て正解していれば、それは教員が試験
に失敗している」と述べています。重要なのは、「学生の弱点の
特定や努力すべき点の確認、そして学生の知識が研究を引き
受けられるほどの高いレベルに達しているかどうかを確認する
こと」だと言います。
　聡明さと挑戦し続ける心は、共存が難しい資質です。しか
し、我々の研究所では、人材育成の観点からも、この挑戦し
続ける聡明な科学者の育成を目指し、生成系AIを駆使して、
今までの知識の上に新たな視点を持つことができるような環
境を提供し続けます。
　この新たな環境では、探求するひとの心と、生成系AIの力
を組み合わせることで、我々は未知の領域への挑戦を続け、
常に新しい知識を生み出すことを可能にします。その過程で、
我々は失敗を経験し、それから学び、理解を深めていきます。
それが真の科学者の姿であり、それこそが真の学問の力です。
　この新たな挑戦を通じて、我々は科学者の役割を再定義し、
それを通じて新たな知識を創り出します。そして、その知識は
次の世代の科学者に引き継がれ、彼らが新たな挑戦を始め
る基盤となります。
　このような姿勢と取り組みが、科学者としての我々の使命で
あり、未来の研究者たちにとっての道標となるでしょう。そして、
この過程を通じて、我々は科学の本質を追求し、真実を探し
出し、知識を深め、世界を理解する力を育てることができます。
これこそが、生成AIの時代における我々、新潟大学脳研究所
の役割と責任です。　（ChatGPT4で校正しました）
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